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午前１０時００分 開議

◎開議宣告

○議長（古舘繁夫君） おはようございま

す。

ただいまの出席議員は１３名であります。

定足数に達しておりますので、これから平成

２５年第５回美幌町議会定例会第３日目の会

議を開きます。

─────────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（古舘繁夫君） 日程第１ 会議録署

名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２５条の

規定により、１番新鞍峯雄さん、２番大江道

男さんを指名します。

─────────────────────

◎諸般の報告

○議長（古舘繁夫君） 諸般の報告を行いま

す。

諸般の報告につきましては、事務局長から

報告させます。

○事務局長（馬場博美君） 諸般の報告を申

し上げます。

本日の会議につきましては、お手元に配付

しております議事日程のとおりであります。

朗読については、省略させていただきます。

次に、地方自治法第１２１条第１項の規定

に基づく出席説明員につきましては、第１日

目と同様でございますので、御了承願いま

す。

以上で、諸般の報告を終わります。

─────────────────────

◎日程第２ 議案第９５号

○議長（古舘繁夫君） 日程第２ 議案第９

５号平成２５年度美幌町一般会計補正予算

（第５号）についてを議題とします。

直ちに、提案理由の説明を求めます。

総務部長。

○総務部長（平井雄二君） それでは、議案

の１１ページをお開き願いたいと思います。

議案第９５号平成２５年度美幌町一般会計

補正予算（第５号）について御説明を申し上

げます。

平成２５年度美幌町の一般会計補正予算

（第５号）は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ１億１,９９３万４,０００円を追加

し、歳入歳出それぞれ９７億８,６１３万３,

０００円とする。

第２項につきましては、事項別明細書で御

説明を申し上げます。

債務負担行為の補正。

第２条、債務負担行為の追加は、「第２

表、債務負担行為補正」で御説明を申し上げ

ます。

地方債の補正。

第３条、地方債の変更は、「第３表、地方

債補正」で御説明を申し上げます。

それでは、１４ページをお開き願いたいと

思います。

第２表、債務負担行為補正について御説明

を申し上げます。

食缶洗浄機借上料、期間は平成２５年度か

ら平成２８年度の間において、限度額１,４

６４万８,０００円を新たに補正をしようと

するものでございます。

この件に関しましては、平成９年に学校給

食センターに導入いたしました学校給食の食

缶であるとかタッパーウエア等を高圧力の

ジェットスプレーで洗浄する機械であります

が、８月２２日の使用中に高圧ポンプが破裂

する事故が起き、このポンプは受注生産であ

り、費用、さらには納品期間を相当要するこ

と、また、本体の更新を来年度予定していた

ことから、このたび、１年前倒しをして、３

年リースで更新をしようとするものでありま

す。３年リースの借上料総額は、１,７０１

万１,０００円のうち、本年度予算化分２３

６万３,０００円を除いた１,４６４万８,０

００円を債務負担行為の補正としてお願いを

するものでございます。

次に、１５ページをごらんいただきたいと
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思います。

第３表、地方債補正について御説明を申し

上げます。

起債の目的であります。

まず１点、農業生産基盤整備事業、１,８

５０万円を２,２７０万円に、４２０万円の

増額をしようとするものでございます。この

事業につきましては、田中地区、豊栄地区に

おける平成２５年度一般分の追加配分、事業

費ベースでは６,９６２万２,０００円の増額

に伴いまして、地方債を増額しようとするも

のでございます。

次の、スクールバス購入事業、新規に５６

０万円の補正をしようとするものでございま

すが、これにつきましては、来年４月から福

豊小学校が旭小学校に統合されることに伴い

まして、通学にスクールバス２台、２路線を

運行するものでありまして、そのうち１台に

つきまして、駒生、登栄辺地、それから豊富

辺地、それから古梅辺地の、辺地対策事業債

で国庫補助金及び起債対象外経費を除いた充

当率１００％の５６０万円を発行しようとす

るものでございます。今回の補正によりまし

て、本年度の地方債総額を５億７,１６０万

円とするものでございます。

それでは、次に、２５ページをお開きいた

だきたいと思います。

歳出の補正でございます。

まず、１番上段であります総務管理費の財

政管理事業費の増、１３万４,０００円、旅

費でございますが、これにつきましては、不

採算地区病院の特別交付税措置の経過措置が

２５年度で切れるということになっておりま

すが、さらなる支援要望につきまして、北海

道庁を窓口といたしまして、その活動が、

今、具体化をしてきていることから、今後

の、道あるいは中央要望を含めた要望に対す

る活動費といたしまして、旅費の増額をお願

いをしたいというものでございます。

次の、政策推進事業費積立金７１万８,０

００円の増額でありますが、平成２５年５月

１３日から８月９日までに受けましたふるさ

と寄附金、６３件分の５９万円、及び、６月

２０日、美幌ユースホステル協会様から、協

会解散に伴いまして、残余財産を美幌町の観

光振興に役立ててほしいと１２万８,０００

円の寄附金をいただいた分を合わせまして、

ふるさとづくり基金へ積立をしようとするも

のでございます。参考までに、これにより、

年度末における残高見込みは８,６４７万４,

０００円と見込みでございます。

次の、防災活動推進事業費、業務委託料と

機械器具の予算の組み替えでございますが、

これにつきましては、機械器具８５０万５,

０００円を減額をするものを、同額で備蓄倉

庫の委託料として計上いたしたいというもの

でございます。これにつきましては、緊急防

災減災事業で予算化をさせていただきました

中での避難所における資機材の備品購入費に

つきまして、相当額、入札執行残が発生いた

しました。この事業につきましては、当初予

算化のときに御説明いたしましたように、公

務員給料の削減による交付税の減額措置に対

応する事業ということで、交付税措置のある

事業ということで、総額を予算化をさせてい

ただいた関係上、今回、これほど大きな額に

つきまして減額になったということは、返り

ますと交付税につきましても減額になるとい

うようなことから、その分を確保するという

意味合いからと、あるいは、防災資機材の備

蓄倉庫を、当初、旧給食センターの車庫、非

常に老朽化しているところでありますが、そ

こを予定しておりましたけれども、備蓄する

ためには非常に環境もよろしくないというこ

とで、今回、この備品で浮いた分を、倉庫と

いたしまして、報徳の資材倉庫にプレハブの

ものを設置させて、いい環境の中で管理を

図ってまいりたいということで、特に発電機

につきましては、定期的な試運転等を行い、

いつでもエンジンが稼動するように、また、

バッテリーにつきましても、稼動しなければ

バッテリーも上がってしまうというようなこ

とで、万一に備えまして、そういった管理が

非常に重要となってくることから、倉庫を設



－ 119 －

置したいというものでございます。

次の、東日本大震災復興支援事業費３９万

３,０００円の増額でございます。報償費あ

るいは旅費、消耗品、通信運搬費でございま

すが、これにつきましては、昨年に引き続き

まして、我が町から職員を派遣しておりま

す、宮城県山元町におけますふれあい産業祭

の出店の協力要請が本年もございました。昨

年同様、これの要請に応えるべく、昨年と同

様の内容の物産を送り、そこで販売をし、そ

れらの販売益を寄附をしてくるということ

で、町あるいは観光物産協会の協力を得、あ

るいは、物産につきましては、それぞれ、Ｊ

Ａでありますとか、商工会議所でありますと

か、日甜でありますとか要請をいたした中

で、協力をしてまいりたいということで経費

をお願いをするものでございます。

次の、統計調査事業費の減５,０００円に

つきましては、委託金の配分による組み替え

でございます。

次に、２７ページをお開き願いたいと思い

ます。社会福祉総務費の一般事務費の増、積

立金５万５,０００円であります。ふるさと

寄附金につきまして、５月１５日から７月２

２日までの間の４件分２万５,０００円が、

福祉の指定寄附ということになってございま

したので、この分につきましては福祉基金へ

積み立てをするということと、５月３１日、

東町１丁目にお住まいの長瀨知子様から、５

月２６日に御逝去されました、夫、健一様

が、生前、障害福祉サービスにお世話になっ

たということで、障害福祉に役立ててほしい

と３万円の御寄附をいただきましたので、こ

れを合わせて福祉基金に積み立てをしようと

するものでございます。参考までに、年度末

における基金残高は３億４７０万８,０００

円となる見込みでございます。

次の、在宅福祉事業費の増、１５１万５,

０００円であります。消耗品、通信運搬費、

機械器具ということでございますが、これに

つきましては、緊急通報装置の申請件数の増

に伴います増額補正をお願いをしようとする

もので、当初、２５台を予定をしておりまし

たが１５台分の追加をお願いしたいというも

のでございます。

次の、施設運営事業費の増、８万円。これ

は修繕料でありますが、老人憩の家におけま

すボイラー室の給湯減圧弁の故障による修繕

費用の増でございます。

次に、障害者自立支援事業費の増、償還金

利子及び割引料６９万４,０００円につきま

しては、平成２４年度分の給付費と道負担金

の額の確定による返還金の増額でございま

す。

次に、児童福祉費の子ども発達支援セン

ター事業費の増、修繕料２０万円であります

が、子ども発達支援センターの別館におきま

して雨漏りが発生をいたしまして、屋上の防

水修繕が必要となったことから、補正をお願

いをしようとするものでございます。

次の、保育園費、施設維持管理事業費の修

繕料２０万円の増額でございますが、東陽保

育園の平成５年に設置をいたしました給湯ボ

イラーが故障をしたため、更新をするもので

ございます。

次に、衛生費であります。他会計事業負担

金の減ということで、病院事業会計負担金８

４万５,０００円の減額補正でございます。

これにつきましては、建設改良及び高度医療

に要する経費確定に伴う予算の整理でござい

ます。

一番下、感染症対策事業費の増ということ

で、エキノコックス症検査委託料３４万円の

増額補正でございますが、受診者の増に伴い

ます増額ということで、当初、４２０人を見

込んでおりましたが、３４０人の増をお願い

をしたいというものでございます。これにつ

きましては、当初予算で御説明いたしました

が、平成２５年度から受診率の増を図るため

に自己負担の無料化をいたしたところでござ

います。

次に、２９ページをお開き願いたいと思い

ます。農業振興費の一般事務費、地域農産加

工品開発・販売モデル事業委託料５３２万



－ 120 －

１,０００円の新規増額でございます。これ

につきましては、平成２５年度の緊急雇用創

出推進事業の追加内定によりまして、美富に

あります株式会社清流農園におきまして３名

の雇用創出をいたし、農産物の規格外品など

の加工品の開発、販売、それから、材料等の

集約システムの構築を行うもので、補助率、

道費１００％によるものでございます。

次の、環境保全型農業直接支援対策事業費

の増、消耗品３万５,０００円につきまして

は、補助金の割り当て増でございます。

次の、農業振興施設等整備事業費、オホー

ツク玉ねぎＧＡＰ取得推進事業補助金２,９

７０万円の新規補正でございます。これは、

道の地域づくり総合交付金によりまして、タ

マネギ防除の飛散防止型スプレーヤー７台を

導入いたし、優良農業実施基準でありますＧ

ＡＰの取得を目指すものでございまして、間

接補助でございますので、歳入歳出同額の予

算補正となります。

次の、農地費、道営土地改良事業費の増と

いうことで、２地区ございます。美幌田中地

区分担金１,０００万円の増、それから、美

幌豊栄地区分担金３９２万５,０００円の増

でございますが、これにつきましては、先ほ

ど御説明いたしましたとおり、平成２５年度

一般分の追加配分による分担金の増でござい

ます。

次に、林業費、林業推進事業費の増、積立

金７万５,０００円の増額補正でございます

が、７月８日及び７月１８日、株式会社宮田

建設様から森林整備協定による寄附を受けま

して、未来への森林づくり基金へ積み立てを

しようとするものでございます。参考まで

に、これにより、年度末における基金残高は

１,３８６万５,０００円となる見込みでござ

います。

このページの一番下、観光施設維持管理事

業費の増ということで、次の３１ページをお

開き願いたいと思います。まず、交流促進セ

ンター維持管理委託料１４６万８,０００円

の増額と交流促進センター泉源改修工事とい

うことで９５８万７,０００円の増額補正で

ございます。まず、工事請負費のほうであり

ますが、平成２４年１２月に発生をいたしま

した泉源のケーシング管破損改修工事であ

り、内装管及び遮水装置を設置し、改修を図

るものでございます。この工期を２１日間と

見込んでいることから、その上段の委託料に

つきましては、さきに屋根改修等でも行いま

したが、休業期間における職員の人件費分の

補償ということで、この工期２１日間分につ

いて、今回。計上をいたしたいというもので

ございます。

次の道路橋梁維持管理事業費、まず、修繕

料５３０万円の増額でございますが、これに

つきましては、春の融雪機による道路のり面

崩壊や道路陥没による修繕箇所が見込みより

多かったこと、さらには、今後の執行見込み

等を勘案をいたしまして予算が不足する見込

みとなったことから、今回、増額をお願いを

しようとするものでございます。

次の堤内排水対策事業費、各樋門排水ポン

プ設置等委託料１７５万８,０００円の増額

でございますが、４月７日発生の大雨対応及

び今後の台風の対応分として増額をお願いを

したいというものでございます。

次の維持管理事業費、修繕料１１１万円の

増額でございますが、これにつきましても、

融雪期の河川増水等により護岸ブロック等が

崩壊をし、修繕分を必要とするため増額をお

願いをしたいというものでございます。

次に、教育費でありますが、学校管理事業

費のまず工事請負費ございます。美幌小学

校、東陽小学校、旭小学校のそれぞれのトイ

レの洋式化工事ということで、増額補正をお

願いをするものでありますが、この工事につ

きましては当初予算の積算において、便器を

和式から洋式へ交換をする工事費として積算

をしておりましたけれども、実際の実施に当

たって精査をいたしたところ、便器のみの交

換のみならず、間仕切りや配管等の改修も必

要であることが判明いたし、予定していた市

内校３校全校の改修には予算が著しく不足を
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することとなったことから、補助事業の道も

模索をしたしていたところ、このたび２５年

度の補助金の追加採択が得られましたので。

歳入歳出の増額を補正をお願いをしようとす

るものでございます。工事内容につきまして

は、当初見込んでいた便器の交換のほかに、

間仕切り、排水を改修するほか、ウオッシュ

レットの一部設置、あるいは多目的トイレの

設置、節水型便器の導入を図ろうとするもの

でございます。その上段の普通旅費、消耗品

につきましては、この工事費が補助対象事業

で行うということから、その事務費の分でご

ざいます。

次の、車両、８５０万４,０００円の新規

補正でございます。これにつきましては、地

方債でも御説明いたしましたが、来年４月か

ら福豊小学校が統合することに伴いまして、

路線バス古梅線を休廃止し、スクールバス２

台を購入し、過去の統合した学校区域を含め

て混乗バスとして運行するもので、予算計上

を小学校費、中学校費、それぞれ１台ずつ計

上するものであります。購入するバスにつき

ましては、２９人乗りのマイクロバスでござ

います。特定財源は国庫補助金定額の２５０

万円であります。その下の公課費あるいは上

段の手数料、保険料につきましては、この車

両購入に伴う経費でございます。

次に、３３ページをお開き願いたいと思い

ます。中学校費でありますが、学校管理費事

業費の、まず、修繕料１８５万５,０００円

でありますが、これにつきましては、ことし

の３月に、美幌中学校の普通教室、全９室の

黒板が反り返るという現象が起きまして、こ

れを張りかえるもので、１００万１,０００

円であります。それから、もう一つ、美幌中

学校の暖房用ボイラーの点検で不良箇所が発

見されまして、部品交換を要することとなっ

たもので、８５万４,０００円を補正をお願

いをしようとするものでございます。その下

の車両費８５０万４,０００円、これは小学

校と同額でございますが、小学校費で説明し

たとおり、中学校費についても１台計上する

ものでございまして、中学校費につきまして

は、特定財源は国庫補助金２５０万円のほ

か、辺地債５６０万円がございます。

次に、統合地区通学費補助金６０万３,０

００円につきましては、補助対象者の実績増

による増額をお願いをしたいというものでご

ざいます。

次に、図書館費の活動促進事業費、消耗品

費５,０００円の増額でありますが、６月１

９日に御寄附をいただきました、ふるさと寄

附金１件５０００円につきまして、寄附の目

的が子供たちの図書購入ということの指定寄

附であったことから、図書館において寄附者

の意に沿った図書を購入しようとするもので

ございます。

次に、保健体育の屋外体育施設維持管理事

業費の修繕料１８２万８,０００円の増額で

ございます。これにつきましては、柏ヶ丘運

動公園及び野球場におきまして、落雷によっ

て受電設備及び時計が破損したことによる改

修、並びに、今後の避雷対策の改修を行おう

とするものでございます。

次の、学校給食センター費の施設維持管理

事業費、機械等借上料２３６万３,０００円

につきましては、先ほど、第２表、債務負担

行為補正で御説明をいたしました、食缶洗浄

機借上料の平成２５年度支払い分の計上でご

ざいます。

一番下、職員給与費、職員退職手当組合負

担金６５２万７,０００円の増額であります

が、これは、平成２４年度勧奨退職者増加に

よる精算負担金の増ということで、当初予算

計上は２名分を見ておりましたが、実績では

５名ということによる増額でございます。

それでは、次に、歳入を御説明いたします

ので、議案の２１ページにお戻り願いたいと

思います。

分担金であります。畑地帯総合土地改良事

業美幌田中地区並びに美幌豊栄地区分担金の

増につきましては、第３表、地方債補正、並

びに、歳出、農地費で御説明いたしました追

加配分による分担金の増でございます。
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次に、小学校費へき地児童生徒援助費等補

助金２５０万円の増は、小学校費で見ており

ますスクールバスの導入１台分に係る補助金

２５０万円でございます。その下の学校施設

環境改善交付金１,５１２万１,０００円の増

額でございますが、市内校３校、小学校３校

のトイレ洋式化工事に係る補助金を得られる

こととなったことによる増額補正ではありま

して、補助率は３分の１であります。その下

の、へき地児童生徒援助費等補助金２５０万

円につきましては、中学校費で計上している

分のスクールバス１台分でございます。

その下、妊婦健康診査支援事業補助金３３

万３,０００円の増額でございますが、平成

２５年度から、この健診につきましては一般

財源化されておりますが、平成２５年３月分

が補助金として交付されるもので今回増額を

したいというものでございます。

その下の、緊急雇用創出推進事業補助金の

増５３２万１,０００円につきましては、歳

出の農業振興費で御説明いたしました株式会

社清流農園への委託事業として実施する農産

加工品の開発、販売モデル事業の補助金１０

０％の補助金でございます。その下、地域づ

くり総合交付金２,９７０万円、これも同じ

く、農業振興費で御説明いたしました、玉ね

ぎＧＡＰ取得推進事業の間接補助金同額でご

ざいます。その下、食料供給基盤強化特別対

策事業補助金の増４３４万４,０００円につ

きましては、農地費で説明いたしました、田

中、豊栄地区の畑総事業の平成２５年度の追

加配分による増額分でございます。その下、

環境保全型農業直接支援対策事業補助金の増

３万５,０００円につきましては、農業振興

費で御説明いたしました補助金の割り当て増

による補正でございます。

一つ飛びまして、女満別空港ビル出資配当

金６０万円の新規補正でございますが、本町

が保有する空港ビルの出資持ち株４００株に

対しまして、前年度と同額の、１株当たり

１,５００円の配当金が６月に開催されまし

た株主総会で決議されたもので、今回補正を

するものでございます。

その下、ふるさと寄附金の増６２万円、５

月１３日から８月９日の間に受けました６８

件分のふるさと寄附金でございます。参考ま

でに、今年度のふるさと寄附金は１０４人と

なっております。

その下、社会福祉費寄附金の増３万円であ

りますが、歳出でも御説明いたしましたが、

５月３１日、東町にお住まいの長瀨知子様か

らの御寄附でございます。

次に、２３ページをお開きください。

林業費寄附金の増７万５,０００円につき

ましても、歳出で御説明いたしました株式会

社宮田建設様からの森林整備協定による御寄

附でございます。

観光費寄附金１２万８,０００円につきま

しても、歳出で御説明しました美幌ユースホ

ステル協会様からの御寄附でございます。

前年度繰越金の増３,２８６万４,０００円

につきましては、今回の財源調整を前年度繰

越金に求めるもので、現年度分の繰越未計上

額は６,７４９万１,０００円となるところで

ございます。

次に、雑入でありますが、各種検診料等会

計負担金の増１７万円につきましては、エキ

ノコックス症検査受診者増に伴います国保会

計負担金の増分でございます。その下、過年

度障害者自立支援給付費あるいは医療費の国

庫あるいは道費の追加交付金でございます

が、平成２４年度分、額の確定に伴います、

国、道の負担金の追加交付でございます。

町債でありますが、町債につきましては、

先ほどの第３表、地方債補正で御説明を申し

上げましたので、内容の説明については省略

をさせていただきたいと思います。

以上、御説明を申し上げましたので、よろ

しくお願いをいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

１０番吉住博幸さん。

○１０番（吉住博幸君） ２５ページ、防災

活動推進事業費の中の８０５万５,０００円



－ 123 －

のことと、３１ページ、土木費の道路橋梁維

持費の中の堤内排水対策事業費の増、樋門ポ

ンプ設置委託料についてお聞きしたいと思い

ます。

２５ページに戻っていただきまして、ま

ず、倉庫を設置したいと。説明によります

と、簡単に言えば、下水道処理場のほうに建

てたいというお話だったかと思っています。

聞きたいのは、お金の額とかいうことではな

くて、設置する場所が本当に適当な場所かと

いう趣旨でお尋ねをしたい。と申しますの

は、これは美幌町が発行しているハザード

マップであります。多くの住民は、このハ

ザードマップを見ますと、あそこへ行くのに

橋を渡らなければいけないし、こう言ったら

失礼になるかと思いますが、日の出とか美

芳、このハザードマップでは、この地図で判

断すれば、少なからず、５０センチ、１メー

ター、水没するよとハザードマップに書いて

あるのです。これは水没ばかりではなくて、

いろいろな災害対応の倉庫だと思いますが、

仮に水害だけを見た場合、取りに行くといっ

たって、行く前に水没していて、車がもしか

走れないかもしれない。その向こうに倉庫を

つくるというのは、いかがなものか。どうい

う議論の末に、この場所を選定されようとし

ているのか、ちょっと私の理解がまだ至って

いませんので、済みませんが、もう少し丁寧

に。ただ、これは意見は言ってはいけないと

思いますが、議会のほうも、防災ということ

で、日々研究、テーマにして活動している委

員会もございます。そういう観点もあわせ

て、例えば避難所近くだと、びったりでない

にしてもですね、住民が多く避難する地域だ

とかいうのが通常の考え方だという勉強もさ

せてもらっている中であります。そういう観

点からも、いま一度、倉庫の建てる場所とい

う意味で、丁寧なる御説明をいただきたい。

○議長（古舘繁夫君） 総務部長。

○総務部長（平井雄二君） 先ほども、若干

説明の中で触れさせていただいたわけでござ

いますが、今回の設置場所の選定につきまし

ては、維持管理費の面を重視させていただい

たということで、特に発電機につきまして

は、避難場所に、そういった災害が起きれ

ば、当然、設置をするのですが、そこに置い

ておきますと、維持管理がどうやってやって

いくかということになると、なかなか定期的

な試運転等が難しいと。要するに、学校でや

らなければいけないということと、非常に重

たい機械なものですから、そういった出し入

れ等も非常に問題があるということで、ここ

の報徳の車両センターにつきましては、今回

の避難所用の発電機のほかに、既に予算で認

めていただきました排水ポンプの稼動のため

の大型発電機も導入するということで、これ

らもあわせて維持管理が可能となるというよ

うな利点がございますので、そういったこと

から、議員御指摘の件も確かにもちろんござ

いますが、水害もあれば、地震もあれば、い

ろいろな災害があるわけでありますが、その

中で維持管理をどうやっていくかをまず優先

させていただいたということで、水害等の発

生した場合は、当然、車両センターには排水

ポンプを稼動させるためのポンプであるとか

大型の発電機、照明器もございますし、その

ほか、砂等が、粗砂、あるいは機械、重機等

もございますので、そういったものを一斉に

稼動させて、出動させるというようなことか

ら、適地ではないかということで、いろいろ

な課題は、もちろんあるのは承知の上であり

ますが、その中でも、選択肢としてこれが一

番いいのではないかという選択をさせても

らったということで御理解願いたいと思いま

す。

○議長（古舘繁夫君） １０番吉住博幸さ

ん。

○１０番（吉住博幸君） この項目の２回目

であります。

今、都会ではゲリラ豪雨と言って、雨とか

水害の部類で、ちょっと私の感覚でお話しさ

せていただきますが、急激に、１時間当た

り、美幌はまだ経験していませんが、何十ミ

リ何百ミリという雨、近々に、美幌だって、
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いろいろなことがあったのでしょう。対応が

１日前、２日前だったら、維持管理も十分そ

の説明はわかります。でも、狙いは、災害時

に、すぐ速やかに設置できたり稼動できるの

が本来の目的であります。もちろん、日々の

何もないときの維持管理ということも大切で

しょう。でも、今、説明は本末転倒ですよ。

という意味で、これ以上意見になってしまう

からやめておきますけれども、設置について

は、もうちょっと慎重に御審議されたほうが

いいかなと思っています。

次に、これは３１ページの１回目です。堤

内排水対策事業費の各樋門排水ポンプ設置委

託料１７５万８,０００円の話を、説明で

は、４月７日の分及び今後のという御説明で

した。私は、まず大きい１点目として御指摘

したいのは、なぜ今ごろよと。この美幌町

は、予算書は、款、項、目、節、そして、こ

の性格は、先ほどの話に戻すつもりはありま

せんが、いざといったときの備えとしての、

対応のための金なはずなのですよ。普通の工

事の予算ではなくて、いざというときの備え

ている、備えておくというかな、速やかに対

応するために、そういう観点で、一つは４月

７日、実は、ここに２５年当初予算がありま

す。当初予算では、この款、項、目、節の中

の、さらに細かい部分を言うと、８４万２,

０００円、委託料はですよ。では、４月７日

に、少なくともこれに該当するお金は幾らに

なったのか、まず１回目としてお聞きしてお

きたい。そして、ついでに言っておきます

が、まだ、これは今審議中であります。今定

例会は、９月１７日１０時から開会させてい

ただいております。皆さんには御苦労願った

と思いますが、議会に報告がありました。９

月１６日、時間は私の聞き忘れがあるかもし

れませんが、捉えとしては８時過ぎ、職員さ

んの全員の招集というようなお聞きしている

中で、もちろん各樋門にポンプが設置された

と。そういうお話も伺っていますので、どう

せ、この予算出すのであれば、そのことも含

めて、今後という予算も含まれているという

話であるならば、私は、この予算の出し方、

ちょっと工夫していいのではないかと。修正

なり、直近の議会がありながら、まだ認めて

いないのですよ。認めたくないという意味で

ないですよ。そういうことも含めて、大きい

観点で２点お聞きしますけれども、まず数字

のお話もありますので御説明いただきたい。

○議長（古舘繁夫君） 建設水道部長。

○建設水道部長（磯野憲二君） まず、７月

７日の分の当初予算の中で執行した部分です

けれども、執行額は１３０万円で流用して執

行させていただきました。

それと、今の備えとかそういう形の部分な

のですけれども、原課で、他の修繕とあわせ

て補正をすればいいと考えた中で、今回の９

月にしたということにつきましては、御指摘

のとおり、そういう備えとかそういう形につ

いては、時期的にちょっと協議が足りなかっ

たかなということを思っています。原課とし

ては、そのことをきちんと協議した中で進め

ればよかった部分が今回になったということ

で、大変申しわけありません。

○議長（古舘繁夫君） 総務部長。

○総務部長（平井雄二君） もう１点目の、

今回の１６日の災害対応でございますが、こ

の予算につきましては、当然、即、ポンプ等

も配置をしたということ、そのとおりでござ

いますが、費用につきましては、もちろん確

定もしていないということと、もう１点は、

既定の予算、節だけではございませんので、

款、項、目と、細節ということで、そのほか

に事業費予算ということで、事業費の中での

やりくりがつくという判断のもとに、今回、

その中での執行をさせていただくという判断

のもとに、今回は補正予算を組まないでいき

たいということの判断をさせていただきまし

たので御理解願いたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） １０番吉住博幸さ

ん。

○１０番（吉住博幸君） この項目の２回目

という捉え方でお話しさせていただきます。

そうしたら、そこまで言い切るのだった
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ら、美幌町は丁寧な予算書のつくり方をして

います。事業費という言葉をお使いになられ

たけれども、節の中で、もうパンクしてい

る、簡単に言えばですよ。先ほど、いろいろ

な、もろもろ合わせて百三十何万というふう

に、数字は、もし間違っていれば御訂正願い

たいけれども、私の捉え方としては、当初予

算で委託料は８４万２,０００円のない中

で、これより大きいお金を言われたから、当

初予算の段階で、もうパンクしている。それ

も４月７日の、日にちは、精算行為は別とし

て、発生という意味で。美幌町は、款、項、

目、節、丁寧に書かれているのですよ。そう

なったら、私は、この中の１項目に戻りたい

けれども、もうパンクしているの知ってい

て、６月定例会もあったでしょう、臨時議会

もあったでしょうと、この予算の性質は、備

えるためなのですよ。物事ができてから出す

べきものでは、本来は備えるための予算だと

私は受けとめている。

この項目の２点目。定例会で同じ項目２回

審議できないものですから、例えば１６日、

皆さん出動しましたよね。ポンプ設置もあり

ました。実は、定例会始まる朝、こういうこ

とが起きましたと町長さんたちが来まして、

そういうことがあったという事実は、議長を

通してお聞きしています。でも、専決なのか

なと、一瞬、議会のルール上ですよ、専決な

のかな、何か、シグナルも来ない。そうなっ

たら、この予算書、みんな性質を持っている

のですよ。いざといったときの備える予算も

あれば、物をつくるとか、設備するという、

その予算内で消化していっていい予算と。こ

の性質のものは、備えるべき予算だと私は思

いますから、そういう意味では、大きい２点

目として、ここの予算の性質はどういうもの

だと。

ついででありますけれども、私は、１６日

は、まだこれは議決していないわけですか

ら、備えて今後という言葉も聞いています

が、それも含めて何らかの考え方をやっぱり

示していただかないと、議会のルール上、例

えば１２月ごろ、実は９月定例会の前の日

の、事が起きて補正したい、今、直近の議会

なのですよ、そこら辺の説明もお伺いしてお

きたいということです。

○議長（古舘繁夫君） 建設水道部長。

○建設水道部長（磯野憲二君） １点目につ

きましては、原課の私たちの執行管理の部分

で、御指摘のとおり、そういう部分について

は、きちんとした協議の中で進めるべきだっ

たと深く反省しております。

以上です。

○議長（古舘繁夫君） 総務部長。

○総務部長（平井雄二君） 予算の扱いにつ

きまして、若干補足をさせていただきます

が、議員おっしゃっております、委託料が不

足をしているということの話であります。こ

れは、御指摘のとおり、堤内排水対策事業費

の節、委託料の中では、今御指摘のとおり、

既に予算不足が生じていると。この中で、今

回、台風１８号で、さらにまたポンプの設置

が必要になったということでありますが、予

算の計上でいきますと、あくまでも、この委

託料というのは、目の中に一つ設けておりま

す。この目の中の委託料というのは、１,４

６０万４,０００円が当初予算でございまし

て、ここで不足が生じますと、正確に言う節

間流用というのが出てきます。さらに、この

目が不足しますと、目間流用というものが出

てきますので、今回の１８号台風における予

算のほうの執行のやりくりにつきましては、

この目の中の委託料の中で不足は生じていな

いので、その中でのやりくりが可能だという

ことで、今回は補正を組まないで、目の中の

予算の委託料の中の事業費の中の事業間流用

の中でやりくりが十分つくということで、今

回は処理をさせていただいたということで御

理解を願いたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） １０番吉住博幸さ

ん。

○１０番（吉住博幸君） ３回目です。質疑

はこれで終わりますので。私が言いたいのは

そのことは、私も１８年近く議員やらさせて
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もらっていますから、普通の事業費というの

は年度内に消化していくものだと私は見てい

るのです。この性格は、備えるためのお金だ

という観点で私はお話をさせてもらってい

る。そういう意味では、４月７日付で、なぜ

パンクしているということを認識されないの

ですか。これは、こういうことがあったら速

やかに、あらかじめ一定額、一定額は土地に

よって違うのかもしれないけれども、準備し

ておこうということなのでしょう。そうでな

かったら、今後、美幌町において、先ほどの

話には戻りたくはないけれども、災害対策に

対する心構えというものが、あやふやではな

いかなと思うのですよ。ですから、私は、何

らかの考え方、総務部長、あなたは、そのと

おり、そういう決まりの中で生きていらっ

しゃると思うけれども、備えるお金という意

味で、あるべき姿、パンクしている状態で置

いておくというのはいかがなものか。この見

解、副町長、よろしくお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） 副町長。

○副町長（染谷 良君） 備えということ

で、特に防災の観点では、議員が御指摘のと

おりだと、このように認識しております。予

算全体通じて、備えという意味では、広い視

点では全て備えなのでしょうけれども、今御

心配いただいている防災に関しての備えとい

うのは、議員が御指摘のとおりだと思います

し、先ほど来、建設水道部長のほうから、も

う少し早い時期に予算措置をしておくべき

だったということで言っております。まさに

私もそのとおりだと思っていますから、今

後、このことにつきましては、議会に提案で

きるときには極力早く対応してまいりたいと

思います。また、先日の大雨対応、このこと

につきましても、まだ、事業、どのぐらいの

被害が出て、そして、事業がある程度どのく

らいだということがまだ未確定なものがあり

ます。その中で、アバウトな中で予算計上す

るというのは、やはり財政運営上も好ましい

ことではございませんので、ある程度の状況

下を見越した段階での措置と、どうしてもな

らざるを得ないということであります。

３回にわたりまして、種々、御指摘いただ

いた点につきましては、私どもも、今後、そ

のことを十分受けとめて対応してまいりたい

と思いますので、御理解をいただきたいと、

このように思います。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） ただいま説明したと

おり、途中で補正あるいはそういった措置を

とらなかったということについての、今、副

町長以下、おわびを申し上げましたけれど

も、御指摘のとおり、美幌町は丁寧な予算書

つくっているという評価をいただきました。

もとより、議決事項は、款、項が議決事項

で、目、節については説明資料ということで

ありますので、そのことのひとつ御了解をい

ただきたいと。その中で、専決処分あるいは

流用という、自治法上認められたものを最大

限に生かすというようなことも一つあります

けれども、いずれにしろ、議会に対する説

明、そして、審議する機会を奪うということ

になりませんので、今回、こういう形で提案

させていただいたということであります。

それともう一つは、備えの予算ということ

であります。これは、水対策もそうですけれ

ども、冬の除雪対策もそうなのでありますけ

れども、潤沢に資金があれば、マキシマムで

最大限の見込める災害の部分を組めればいい

のですけれども、なかなかそうもいかないと

いうようなことで、過去の実績踏まえなが

ら、当初予算としてはこの程度で抑えて、事

があれば補正をお願いする、流用をお願いす

るということでありますから、備えるという

ことの重要性の中でも、やはり潤沢にないと

いうようなことで、当初予算から組めないと

いうこのつらさも御理解をいただきたいと、

そのように思います。

○議長（古舘繁夫君） ほかに質疑はありま

せんか。

１３番大原昇さん。

○１３番（大原 昇君） ２５ページ、財政

管理事業費の増と、もう１点が、３１ペー
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ジ、学校管理費について、ちょっとお伺いし

たいと思います。

まず最初に、２５ページの財政管理事業費

の増、これは不採算部門に関しての陳情の予

算だと思います。これは、以前、厚生常任委

員会のときに、委員会として陳情をしたこと

があります。そのとき、道のほうから、町の

ほうには大変苦言が申されて迷惑かかったの

かなと思っておりますけれども、今回、政務

活動費、私たちの中で陳情という部門が陳情

も許しますよというようなことがありまし

た。これが、もし、町のほうで陳情に行くの

であれば、私たち議員も政務活動費の中で一

緒に同行できるのか、あるいは、迷惑がかか

らないのであれば、議員個人で、またそうい

うのも行けるのかどうか、町の御意見を伺い

たいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） これは、２５年で打

ち切りの、いわゆる病院の不採算部門の６,

７００万円、約７,０００万円が極めて危な

い状況にあるということで、私どもと、今、

対象となっているところを、新ひだか町、そ

れから上富良野町と、３町で一つになって、

何とか引き続き、形を変えてでも、この不採

算地域のやつを何とか措置してほしいという

ようなことで、３町で今取り組みしていると

ころなのです。従来どおりの５年間の激変緩

和ということを、私たち５年前に、もうやむ

を得ず、これはもうやむを得ない措置だとい

うことでのみ込んできた経過がありますの

で、このまま引き続きお願いしますというこ

とには、なかなかなり切れないというような

ことで、今、新たな提案をしようということ

で、北海道庁とも、私と上富良野の町長、そ

して新ひだかの町長含めて、道の部長のほう

にお会いして、何とか道も力をかしてほしい

と。それは、一つには、従来と同じように、

延長、延長ということではなくて、新たな目

線で、新たな提案で、何とか引き続き財源措

置をいただきたいということで今やっており

ます。それで、道も力を入れていただくとい

うことで約束で、今、お互いに、どういう方

法がいいかということを提案して、それで、

北海道庁も我々の提案を受けて総務省に当

たっているというようなことが現実に行われ

ております。

それで、一つには、我々が提案しているの

は、人口集中地域というＤＩＤという、そう

いうのも不採算の地域の中に一つ入っている

ので、そこから攻めていこうということで、

今ちょっと下ごしらえをしているところであ

ります。それで、それが３町で、これで行こ

うということになれば、本庁のほうに向かっ

て、総務省のほうに向かって、我々は行動す

るということであります。それで、近々、こ

の予算を認めていただければ、まず事務レベ

ルで道庁の担当部局と話して、陳情の内容の

精査をした後、また私ども３町の首長が、含

めて行動を起こすという手はずになっており

ますので、今、ちょっとまだ下ごしらえの新

しい提案を、今つくっているところでありま

すので、それが北海道と、よし、これで行こ

うということになれば、また議会の皆さんに

も相談して、いろいろなルートを通じて御支

援をいただきたいなと思いますので、今のと

ころは、ちょっとまだそういうところまで

いっていないという状況ですけれども、近々

そういう動きが出てくるという可能性があり

ます。そのときには、またよろしくお願いし

たいと思います。

それで、当初、全国で８カ市町、八つの自

治体しかなかった、対象から外れたというこ

とでありますけれども、その後の動きで、

今、北海道で、当初四つだったのですが、

今、三つになってしまったと、森町が抜けて

しまったということで、全国で五つになって

きているというようなことがあるので、五つ

のために何十億もかかるお話でもないので、

何とかそこを突破口に、新たな目線でやって

いる最中でありますので、またその方向が決

まれば議会の皆さんにも報告をして、力をか

りたいと、そのように思っています。

○議長（古舘繁夫君） １３番大原昇さん。
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○１３番（大原 昇君） 今、事務レベルで

調整しているということであります。もし、

それが大体まとまって、これからまた国レベ

ルで陳情に行くというようなことがあれば、

私たち議会のほうにも、その内容を教えてい

ただき、また、その中で、議員が一緒に同行

できるような方向に持っていっていただきた

いと。うちの議員も、みんなやっぱり心配し

ているのですね。そのことを十分熟慮してい

ただいて、できれば一緒に行動したいと思っ

ておりますので、それこそ、こちらのほうか

ら申しわけないですけれども、お願いしたい

と思います。

３１ページ、学校管理費。今回の大雨で、

以前から、ちょっとこれから外れますけれど

も、東陽小学校の体育館、相当雨漏りがひど

かったということで、十何カ所から雨漏りが

あったのですね。まして、あそこが避難場所

になっています。避難場所がそのような状況

の中で、多分、学校、相当古いと思います、

２８年くらい、東陽小学校かかっていると思

いますので、そういう屋根、ほかの学校も、

避難場所の確認だとか見て、そういうこれか

ら対策をどういうふうにとるのかをお聞きし

たいと思います。ちょっとずれますけれど

も。

○議長（古舘繁夫君） 教育部長。

○教育部長（高木恵一君）東陽小学校、避難

場所になっておりまして、雨漏りがあったと

いうことで、今回、台風の中でも報告を受け

ておりまして、早速、うちの担当がその状況

についての確認をしております。どういうふ

うに修繕できるかという部分については、今

後検討しながら、当然、避難所になっており

ますので、そういうことがないように修繕等

に向けて検討していきたいというふうに思っ

ておりますので、よろしくお願いいたしま

す。

○議長（古舘繁夫君） １３番大原昇さん。

○１３番（大原 昇君） 検討するというこ

とですね。やはり、これは避難場所という大

事なところ、そして、子供たちも、そこで授

業を行うわけですから、まして、舞台にも雨

漏りがあるというようなことですから、これ

も、ぜひ、順番的には、相当優先順位が高い

のかなと思っておりますので、またいろいろ

と熟慮していただきたいと思います。

以上です。

○議長（古舘繁夫君） ４番上杉晃央さん。

○４番（上杉晃央君） それでは、私は、２

９ページの地域農産加工品開発・販売モデル

事業と、それから、３０ページの交流促進セ

ンターの泉源改修工事のことでお尋ねしたい

と思います。

最初の、この地域農産品の加工のやつは当

年度予算だということでお聞きしたのですけ

れども、この事業の中で、どんなような農産

品加工の事業計画を持たれているのか。それ

と、先ほど説明の中で、規格外の農産品の取

り扱いのこともお話ししておりましたけれど

も、具体的にはどんな農産物をこの中で取り

扱おうとしているのか、お尋ねしたいと思い

ます。

○議長（古舘繁夫君） 経済部長。

○経済部長（広島 学君） 今回、これは緊

急雇用創出推進事業でありますから、町と清

流農園の委託事業ということになります。今

回予定をしている事業につきましては、バレ

イショ等のはね品といいますか、規格外品、

これをつくって加工品を作成すると。その中

で、その規格外品を利用した加工品の開発が

どうできて、その販売がどういった形のマー

ケティングができるかという事業を進めたい

ということで、一応３名の雇用で６カ月間の

期間ということで予定をしている事業でござ

います。

○議長（古舘繁夫君） ４番上杉晃央さん。

○４番（上杉晃央君） わかりました。

次に、３１ページの交流促進センターの、

先ほど２１日間の休業期間の補償しますとい

うことで、これは、予算が議決後、実際に工

事発注して休みになるのがいつぐらいの予定

なのかということわかれば、お知らせいただ

きたいと思います。
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○議長（古舘繁夫君） 経済部長。

○経済部長（広島 学君） この業者が、

今、入札後でないと、業者のほうも得意業種

といいますか、町内での業者を予定しており

ませんので、入札後の業者と協議をしながら

工事日程を決めるということになろうかとい

うふうに思いますけれども、できれば１０

月、１１月と利用して実施をしたいというふ

うに思っておりますけれども、今回の２１日

間、工事日程を見ておりますが、休業日程に

ついては最大で２１日ということで計上させ

ていただいております。恐らく、毎年、メン

テナンスのための休業もしていますので、で

きれば、そのメンテナンスに合わせて工事を

実施をしたいというふうに考えておりますけ

れども、先ほど申しましたとおり、業者の日

程が相当詰まっているということも、それぞ

れの業者の中からお聞きをしていて、それは

入札後の決定業者によって、再度、やっぱり

調整をしなければいけないということもござ

いますので、一応工期については６０日間と

いう長い工期を設定をさせていただきたい

と。その中で、工事日程については落札業者

との協議により決定をさせていただきたいと

いうふうに思っていますので、その決定後、

また地域住民の皆様等については休業等につ

いてお知らせをしていきたいというふうに

思っていますので、よろしくお願いをいたし

ます。

○議長（古舘繁夫君） ４番上杉晃央さん。

○４番（上杉晃央君） 工事期間６０日で実

質的な休業補償２１日ということは、いわゆ

る峠の湯が休む期間というのは実質２１日で

十分対応できるということで理解していいの

ですね。わかりました、よろしいです。

○議長（古舘繁夫君） ほかに質疑はありま

せんか。

２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） ３１ページの、小学

校費のスクールバスの購入、それから、３３

ページ、中学校費のスクールバス購入にかか

わってお聞きしたいと思います。スクールバ

スの購入については全く異存がないのです

が、その運行にかかわって、実態がどうなる

のか懸念をしております。スクールバスは混

乗ということで、路線バスが廃止になるとい

うことにもなっておりますが、夏休み、冬休

みの期間中は、スクールバスの運行はされな

いと思います。そのときに課外活動、部活で

すかね、足の確保はできないという状況にな

るのでないかと。その結果、学校統合などに

よって、遠距離の部活への参加は父母の負担

ということに、結果的になるのではないと思

うのですが、この件に関しては何らかの対処

がとられるのか、あるいは、父母のほうか

ら、その件にかかわって意見は出ていないの

か、お伺いしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 教育部長。

○教育部長（高木恵一君） 夏休みにおけま

す部活等に伴いますスクールバスの運行とい

うことだと思いますけれども、現状のスクー

ルバスの運行の中では、夏休みにおけます運

行はいたしておりません。今回、統合に伴い

まして、地域の皆様に説明をさせていただく

中では、夏休みの運行について要望というこ

とがあったということではございません。

以上でございます。

○議長（古舘繁夫君） まちづくり主幹。

○まちづくり主幹（小西 守君） まちづく

りのほうで混乗化バスのほうの対応をしてお

りますので、御説明させていただきます。今

回、古梅線の廃止休業に伴いまして、新たに

混乗スクールバスとして運行されます。その

中では、今まで阿寒バスの運行では、夏休み

冬休みについても、国道でありますけれども

運行されております。それを引き継ぐという

ことで、混乗スクールバスのうちの１本、美

幌駅発着で古梅まで行く線がありますが、こ

の線につきましては、夏、冬休みについて

は、９時に美幌駅を出発して、古梅に９時３

９分に行って折り返しします。そういう中

で、ただいまお話のありました部活利用者に

ついては、国道沿いで乗車をしながら乗車す

ることができるというふうに考えております
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ので、この期間については、従前の国道に出

ていただいて乗車をしていただくことになり

ますのでよろしくお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） ほかに質疑はありま

せんか。

６番松浦和浩さん。

○６番（松浦和浩君） ２７ページ、衛生費

の感染症対策事業費の増のエキノコックス症

検査委託料ということで、今回、金額が当初

より、約倍になったということで、この背景

と、エキノコックス症、要するに、エキノ

コックスの駆除も含めて、ちょっとお聞きし

たいのがありまして、今回予算がふえたの

は、道のほうの予算がふえたということなの

ですけれども、これは、エキノコックスの症

例が多くなっているからなのか、もしくは、

何か予算の絡みだけだったのか。また、単純

に受診者が多いからなのかということをまず

聞きたい。続きまして、この受診した中で、

もしもエキノコックス症の方が多ければ、美

幌町としてエキノコックス対策の駆除の政策

等に入る場合、これも含めて道の補助金等が

出るものなのかどうか、まずお願いします。

○議長（古舘繁夫君） 民生部長。

○民生部長（藤原豪二君） 今回のエキノ

コックス症のふえている原因でございますけ

れども、自己負担が３００円から今年度につ

いては無料にしたと、それがまず一つの原因

でございます。それから、一般の方の特定健

診受診者の６０％の方が検査を実施している

のですけれども、学童は昨年も無料で実施し

ていたのですが、今回無料化されたことに伴

いまして、検査希望者が増加しているという

ようなことが原因でございます。それで、現

在、８月末の実績で４１６名ということでご

ざいます。それで、その分の増額分を今回見

込ませていただいたというようなことでござ

います。

○議長（古舘繁夫君） 道からの支援はと

言ったやつはどうですか。

○民生部長（藤原豪二君） 感染者につきま

しては、２４年度については４人でございま

す。補助金については、ございません。

○議長（古舘繁夫君） ６番松浦和浩さん。

○６番（松浦和浩君） 余りいい数字でない

のかなと思うのですけれども、たまたまエキ

ノコックスの駆除対策が、オホーツクの近隣

町村でも、平成１７年か１８年かな、実行し

まして、エキノコックス、要するに発症のも

とのキツネですか、十何％に減ったという実

例があるのですけれども、今回、人数が多い

少ないではなくて、美幌町内の方が、これだ

けの方が発症しているとなれば、なおさら、

この数字をもとにエキノコックス対策等のほ

うの予算も、この道の予算の中で追加として

認められるかどうかを聞きたかったのです

よ。というのは、エキノコックス対策をやる

時期が来たのではないかと思ったものですか

ら、今回の予算の中で聞けるかなと思ったも

のですから、その辺も含めて。

○議長（古舘繁夫君） 民生部長。

○民生部長（藤原豪二君） 先ほどの４件に

つきましては、北見保健所管内ということ

で、それで、役場が実施するというよりも、

北海道の保健所の報告で、そのような発症に

ついては取り扱うというようなことでござい

ます。

○議長（古舘繁夫君） 答弁いいですね。

ほかに質疑はありませんか。

１番新鞍峯雄さん。

○１番（新鞍峯雄君） ２７ページの２番の

在宅福祉事業の増と、もう１点、３３ページ

の一番上、１番の学校事業費の増の関係です

けれども、まず、２７ページ、在宅福祉事業

の増で、緊急通報装置、総務部長の説明の中

に、当初２５台予定していたのが１５台とい

うことで、１０台の減になっているのですけ

れども……、逆ですか。ちょっと聞き間違え

ました。

それでは、３３ページの学校事業費の黒板

の修繕９カ所、修繕でない交換ですか、こ

れ、原因といいますか……。

○議長（古舘繁夫君） 総務部長、マイクを

通して、その台数は、もう１回説明してあげ
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てください。黒板の前、在宅の増の台数のこ

とでは、ただ、そこでしゃべらないで、勘違

いしたことを、もう１回ちゃんとわかりやす

く説明してあげてください。

総務部長。

○総務部長（平井雄二君） 最初の御質問に

ありました２７ページの在宅福祉事業費の

増、これは、具体的には緊急通報装置、電話

を主にした緊急通報装置でありますが、この

申請件数が増加をしたということで、当初予

算では２５台を計上しておりましたが、今回

１５台分を新たに増加予算をお願いをしたい

ということで、合計４０台分を見たいという

ことでございますので、よろしくお願いいた

します。

○議長（古舘繁夫君） 教育部長。

○教育部長（高木恵一君） 中学校費の修繕

料のうち、黒板の関係でございますけれど

も、移転する直前の部分でありますけれど

も、４階にございます貯水槽が、凍結により

まして管が破裂したということで、水漏れを

起こしました。上層部にありますので、壁を

伝って、３階、２階、１階というふうにして

水漏れで水がかかったということで、黒板に

水分を含んだということで、ことしの春ぐら

いから膨らみが出てきたということで、板

書、黒板に書くのに支障が出てきたというこ

とで、９カ所あるのですけれども、そのうち

の８カ所、８クラス分が著しく修繕を要する

ということで、今回計上させていただいたと

ころであります。よろしくお願いいたしま

す。

○議長（古舘繁夫君） １番新鞍峯雄さん。

○１番（新鞍峯雄君） それ以外、ほかの教

室の、一応、全部検査したということです

ね。

○議長（古舘繁夫君） 教育部長。

○教育部長（高木恵一君） そのとおりでご

ざいます。全確認した中の８枚ということで

ございますので、よろしくお願いいたしま

す。

○議長（古舘繁夫君） ほかに質疑はありま

せんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） これで、質疑を終わ

ります。

これから、議案第９５号平成２５年度美幌

町一般会計補正予算（第５号）についてを採

決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は原案のとおり可決され

ました。

暫時休憩をいたします。再開を１１時半と

いたします。

午前１１時１９分 休憩

────────────────

午前１１時２９分 再開

○議長（古舘繁夫君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。

─────────────────────

◎日程第３ 議案第９６号

○議長（古舘繁夫君） 日程第３ 議案第９

６号平成２５年度美幌町国民健康保険特別会

計補正予算（第２号）についてを議題としま

す。

直ちに、提案理由の説明を求めます。

民生部長。

○民生部長（藤原豪二君） ３７ページをお

開きいただきたいと思います。

議案第９６号平成２５年度美幌町国民健康

保険特別会計計補正予算（第２号）について

御説明申し上げます。

平成２５年度美幌町の国民健康保険特別会

計補正予算（第２号）は、次に定めるところ

によるものでございます。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ１,０７９万６,０００円を追加し、歳

入歳出それぞれ２９億６,８７０万５,０００

円とするものでございます。
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第２項につきましては、事項別明細書で御

説明申し上げます。

４６ページ、４７ページお開きいただきた

いと思います。（「説明省略」と呼ぶ者あ

り）

今回の補正につきましては、過年度の補助

金確定に伴う返還金の増額を行うというもの

でございます。

以上、御説明申し上げました。御審議賜り

ますよう、よろしくお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第９６号平成２５年度美幌

町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

についてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は原案のとおり可決され

ました。

─────────────────────

◎日程第４ 議案第９７号

○議長（古舘繁夫君） 日程第４ 議案第９

７号平成２５年度美幌町介護保険特別会計補

正予算（第１号）についてを議題とします。

直ちに、提案理由の説明を求めます。

民生部長。

○民生部長（藤原豪二君） ５０ページをお

開き願います。

議案第９７号平成２５年度美幌町介護保険

特別会計補正予算（第１号）について御説明

申し上げます。

今回の補正につきましては、過年度補助金

確定に伴う返還金等の増額を行うものでござ

います。

平成２５年度美幌町の介護保険特別会計補

正予算（第１号）は、次に定めるところによ

るものでございます。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ２００万３,０００円を追加し、歳入

歳出それぞれ１４億８,５６３万１,０００円

とするものでございます。

第２項につきましては、事項別明細書で御

説明申し上げます。（「説明省略」と呼ぶ者

あり）

以上、御説明申し上げました。御審議賜り

ますよう、よろしくお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） これから、議案第９

７号平成２５年度美幌町介護保険特別会計補

正予算（第１号）についてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は原案のとおり可決され

ました。

─────────────────────

◎日程第５ 議案第９８号

○議長（古舘繁夫君） 日程第５ 議案第９

８号平成２５年度美幌町個別排水処理特別会

計補正予算（第１号）についてを議題としま

す。

直ちに、提案理由の説明を求めます。

建設水道部長。

○建設水道部長（磯野憲二君） 議案の６０

ページをお開きください。議案第９８号平成

２５年度美幌町個別排水処理特別会計補正予

算（第１号）についてを御説明申し上げま

す。

平成２５年度美幌町の個別排水処理特別会

計補正予算（第１号）は、次の定めるところ

による。

今回の補正につきましては、平成２４年度

決算額確定に伴う消費税額確定による補正を
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いただくものであります。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ１７万１,０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ８,１３５

万６,０００円とするものであります。

第２項につきましては、事項別明細で御説

明申し上げます。（「説明省略」と呼ぶ者あ

り）

以上、御説明申し上げましたので、よろし

くお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第９８号平成２５年度美幌

町個別排水処理特別会計補正予算（第１号）

についてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の方

は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は原案のとおり可決され

ました。

─────────────────────

◎日程第６ 議案第９９号

○議長（古舘繁夫君） 日程第６ 議案第９

９号平成２５年度美幌町病院事業会計補正予

算（第１号）についてを議題とします。

直ちに、提案理由の説明を求めます。

病院事務長。

○病院事務長（大村英則君） それでは、議

案７１ページをお開き願います。

議案第９９号平成２５年度美幌町病院事業

会計補正予算（第１号）について御説明申し

上げます。

今回の補正につきましては、退職手当組合

事前納付金の精算及び医療機器リース、企業

債借入額の確定などによる補正を行うもので

あります。

第１条、平成２５年度美幌町病院事業会計

補正予算（第１号）は次に定めるところによ

る。

第２条の収益的収支の補正につきまして

は、実施計画書及び説明書で御説明申し上げ

ます。

第３条の債務負担行為の補正は、起債の医

療機器の借入時期の確定に伴い、記載のとお

り、期間と金額の補正を行うものでありま

す。

第４条の議会の議決を経なければ流用でき

ない経費の補正は、退職手当組合事前納付金

の精算に伴い、職員給与費の退職手当組合負

担金を６５９万７,０００円を増額するもの

であります。なお、精算期間は３年ごととな

ります。

次に、７３ページをお開き願います。

収益的収入の補正についてであります。

医業外収益のうち他会計負担金は、それぞ

れ、一般会計からルール分繰り入れに伴う補

正であります。高度医療に要する経費につい

ては、１００万円以上のリース医療機器は借

上料の全額を一般会計から繰り入れしている

ため、今回の歳出の賃借料の減額補正の相当

額を減額し、建設改良に要する経費は、歳出

の企業債利息の２分の１を一般会計から繰り

入れているため、歳出の企業債償還利息の減

額補正の２分の１相当額を減額するものであ

ります。金額は、それぞれ記載のとおりであ

ります。

次に、７５ページをお開き願います。

収益的支出の補正についてであります。

医業費用の給与は、説明のとおり、退職手

当組合事前納付金の精算に伴う増額を行うも

ので、経費の賃借料は、リース医療機器の借

入時期変更に伴う減額を、委託料は執行残に

よる減額を、医業外費用は企業債の借入額確

定に伴う減額を行うものであります。金額

は、それぞれ記載のとおりであります。

以上、御説明いたしましたので、よろしく

お願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行
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います。

１０番吉住博幸さん。

○１０番（吉住博幸君） ７５ページ、給与

費ということであります。６５９万７,００

０円。これは、通常の退職者云々といった

ら、通年、当初予算から見られるものだなと

私は見ているのですけれども、この退職のあ

り方という意味で、本人が希望して、勝手な

話ししますよ、事情が違ったら、何も遠慮な

く言ってください。私は、こういうものと、

法定福利というのは、年度、年度で、大体予

測した額というのは想定して計上しているも

のだなと思っています、私の感覚でね。急に

６５９万７,０００円、精算行為もあるよと

いうのも、言葉としてはわかるのですが、中

には、退職者、例えば五十幾つだったら、要

するに退職金もふえて、これもまたおかしい

ことなのですよ。例えば、病院では看護師さ

んも、仮に看護師も少ないのに、やめてくれ

と言ったはずもないのに勧奨になるのかなと

思ってみたり、勝手な想像でしゃべって申し

わけないのですが、そこら辺の絡み。ぜひ、

いてくださいという思いがありながら、仮に

退職者がふえたと。それは勧奨というのです

か、扱ったというのは、僕は、もしそういう

事例が、空想ですけれども、あるなら、そこ

ら辺の絡み、そうでないと、年度的に、これ

は福利厚生の部類ですから、カウントできる

ものだと思っていたものですから、この事

情、空想の部分もありますけれども、もう少

し内容をお知らせ願いたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 病院事務長。

○病院事務長（大村英則君） 今、吉住議員

の御質問に、まずお答えをしたいと思いま

す。

まずもって、病院の職員については勧奨退

職制度というものはございません。それで、

今、この増額分については２２年度から３年

間ですね、２２年、２３年、２４年度と。そ

れで、２２年度が、定年退職者以外のいわゆ

る自己都合、そういうもので退職手当の退職

金がふえていますので、それの部分の３年間

の精算による増減ということで理解をしてい

ただければと思います。

○議長（古舘繁夫君） ほかに質疑はありま

せんか。

８番岡本美代子さん。

○８番（岡本美代子君） ７１ページの債務

負担行為のところの補正なのですけれども、

この事項の便中ヒトヘモグロビン分析装置借

上料、これは、例えば、町で行う大腸検査な

んかが国保病院でてきるのかどうかこの辺の

ことについて、この装置がどういうものかも

教えていただきたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 病院事務長。

○病院事務長（大村英則君） 今の、便中ヒ

トヘモグロビン分析装置の内容については、

後から主幹のほうから説明をさせていただけ

ればと思います。

御質問のあった大腸検査については、いわ

ゆる大腸の腫瘍検査、マーカー検査というの

がございます。これは全くこの部分とは違っ

て、今、規定の血液検査の中で、例えば胃が

んだとか肝臓がん、それから膵臓がん、これ

らについては、その腫瘍マーカー検査という

ものをやればできますので、これとは違うと

いう御理解をしていただければと思います。

○議長（古舘繁夫君） 病院総務主幹。

○病院総務主幹（橋本美典君） 御質問の、

便中ヒトヘモグロビンの分析装置の関係でご

ざいますけれども、こちらにつきましては、

議員御指摘のとおり、消化器、主に、特に大

腸などの下部消化管からの出血があった場

合、便中に含まれる血液を測定するもので、

ポリープや、がんなどから出血した部分が、

この検査でわかるというものでございます。

○議長（古舘繁夫君） ８番岡本美代子さ

ん。

○８番（岡本美代子君） 町では、大腸検査

をやっていますよね、便を取って。それが国

保病院が受け手になれるのかどうか、ちょっ

とお聞きしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 病院事務長。

○病院事務長（大村英則君） 大腸検査をや
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る部分で、採便をして、そこに血液検査の結

果、血液が含まれるということであれば、い

わゆる消化器官の大腸の検査をできます。そ

れで、もし万が一、ポリープ等があれば、内

視鏡によって、細胞を取って、それを病理検

査というところに送って、それが、いわゆる

ポリープか悪性のがん等になるか、そういう

判断のもとに検査ができるという仕組みに

なってございます。

○議長（古舘繁夫君） ほかに質疑ありませ

んか。

これで、質疑を終わります。

これから、議案第９９号平成２５年度美幌

町病院事業会計補正予算（第１号）について

を採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は原案のとおり可決され

ました。

─────────────────────

◎日程第 ７ 認定第１号から

◎日程第１２ 認定第６号まで

○議長（古舘繁夫君） 日程第７ 認定第１

号平成２４年度美幌町一般会計歳入歳出決算

認定について、日程第８ 認定第２号平成２

４年度美幌町国民健康保険特別会計歳入歳出

決算認定について、日程第９ 認定第３号平

成２４年度美幌町後期高齢者医療特別会計歳

入歳出決算認定について、日程第１０ 認定

第４号平成２４年度美幌町介護保険特別会計

歳入歳出決算認定について、日程第１１ 認

定第５号平成２４度美幌町公共下水道特別会

計歳入歳出決算認定について、日程第１２

認定第６号平成２４年度美幌町個別排水処理

特別会計歳入歳出決算認定について、以上、

６件を一括議題とします。

お諮りします。

本件については、６人の委員をもって構成

する一般会計等決算審査特別委員会を設置し

て、地方自治法第９８条第１項の権限を委任

し、これに付託の上、閉会中の継続審査とす

ることにいたしたいと思いますが、これに御

異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

したがって、認定第１号平成２４年度美幌

町一般会計歳入歳出決算認定から認定第６号

平成２４年度美幌町個別排水処理特別会計歳

入歳出決算認定までについては、６人の委員

をもって構成する一般会計等決算審査特別委

員会を設置して、地方自治法第９８条第１項

の権限を委任し、これに付託の上、閉会中の

継続審査とすることに決定しました。

─────────────────────

◎決算審査特別委員会委員の指名

○議長（古舘繁夫君） お諮りします。

ただいま設置されました一般会計等決算審

査特別委員会の委員については、美幌町議会

委員会条例第７条第２項の規定により、１番

新鞍峯雄さん、２番大江道男さん、５番早瀬

仁志さん、６番松浦和浩さん、１０番吉住博

幸さん、１１番橋本博之さん、以上、６名を

指名したいと思いますが、これに御異議あり

ませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

したがって、ただいま指名いたしました６

名の方を、一般会計等決算審査特別委員会委

員に選任することに決定しました。

─────────────────────

◎日程第１３ 認定第７号及び

◎日程第１４ 認定第８号

○議長（古舘繁夫君） 日程第１３ 認定第

７号平成２４年度美幌町水道事業会計決算認

定について、日程第１４ 認定第８号平成２

４年度美幌町病院事業会計決算認定につい

て、以上、２件を一括議題とします。

お諮りします。

本件については、５人の委員をもって構成
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する企業会計決算審査特別委員会を設置し

て、地方自治法第９８条第１項の権限を委任

し、これに付託の上、閉会中の継続審査とす

ることにいたしたいと思いますが、これに御

異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

したがって、認定第７号平成２４年度美幌

町水道事業会計決算認定及び認定第８号平成

２４年度美幌町病院事業会計決算認定につい

ては、５人の委員をもって構成する企業会計

決算審査特別委員会を設置して、地方自治法

第９８条第１項の権限を委任し、これに付託

の上、閉会中の継続審査とすることに決定し

ました。

─────────────────────

◎決算審査特別委員会委員の指名

○議長（古舘繁夫君） お諮りします。

ただいま設置されました企業会計決算審査

特別委員会の委員については、美幌町議会委

員会条例第７条第２項の規定により、３番中

嶋すみ江さん、４番上杉晃央さん、８番岡本

美代子さん、９番坂田美栄子さん、１３番大

原昇さん、以上、５人を指名したいと思いま

すが、これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

したがって、ただいま指名しました５人の

方を企業会計決算審査特別委員会委員に選任

することに決定しました。

暫時休憩します。

休憩中に、両決算審査特別委員会を開催

し、正副委員長の互選をお願いします。

再開を午後１時３０分といたします。

午前１１時５０分 休憩

────────────────

午後 １時２７分 再開

○議長（古舘繁夫君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。

─────────────────────

◎諸般の報告

○議長（古舘繁夫君） 諸般の報告をいたし

ます。

休憩中に開催されました両決算審査特別委

員会において、委員長及び副委員長の互選が

行われ、その結果の報告が議長の手元に参っ

ておりますので報告します。

一般会計等決算審査特別委員会の委員長に

橋本博之さん、副委員長に早瀬仁志さん、企

業会計決算審査特別委員会の委員長に大原昇

さん、副委員長に中嶋すみ江さん、以上のと

おり互選された旨の報告がありました。

─────────────────────

◎日程第１５ 意見書案第６号

○議長（古舘繁夫君） 日程第１５ 意見書

案第６号森林吸収源対策及び地球温暖化対策

に関する地方の財源確保のための意見書につ

いてを議題とします。

これから、本意見書案について直ちに採決

します。

お諮りします。

本意見書案について、原案のとおり決する

ることに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

したがって、本意見書案は原案のとおり可

決されました。

ただいま可決されました意見書は、議長に

おいて別紙記載の提出先に提出することとい

たします。

─────────────────────

◎日程第１６ 意見書案第７号

○議長（古舘繁夫君） 日程第１６ 意見書

案第７号教育費無償化の前進を求める意見書

についてを議題とします。

これから、本意見書案について直ちに採決

します。

お諮りします。

本意見書案については、原案のとおり決す

ることに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
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○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

したがって、本意見書案は原案のとおり可

決されました。

ただいま可決されました意見書は、議長に

おいて別紙記載の提出先に提出することとい

たします。

─────────────────────

◎日程第１７ 意見書案第８号

○議長（古舘繁夫君） 日程第１７ 意見書

案第８号道州制導入に断固反対する意見書に

ついてを議題とします。

これから、本意見書案について直ちに採決

します。

お諮りします。

本意見書案については、原案のとおり決す

ることに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

したがって、本意見書案は原案のとおり可

決されました。

ただいま可決されました意見書は、議長に

おいて別紙記載の提出先に提出することとい

たします。

─────────────────────

◎日程第１８ 意見書案第９号

○議長（古舘繁夫君） 日程第１８ 意見書

案第９号地方財政の拡充に関する意見書につ

いてを議題とします。

これから、本意見書案について直ちに採決

します。

お諮りします。

本意見書案については、原案のとおり決す

ることに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

したがって、本意見書案は原案のとおり可

決されました。

ただいま可決されました意見書は、議長に

おいて別紙記載の提出先に提出することとい

たします。

─────────────────────

◎日程第１９ 報告第９号

○議長（古舘繁夫君） 日程第１９ 報告第

９号健全化判断比率について、お手元に配付

しているとおり報告書の提出がありましたの

で、お聞きすることがあれば許します。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） ないようであります

ので、報告第９号健全化判断比率について

は、これで終わります。

─────────────────────

◎日程第２０ 報告第１０号

○議長（古舘繁夫君） 日程第２０ 報告第

１０号資金不足比率について、お手元に配付

しているとおり報告書の提出がありましたの

で、お聞きすることがあれば許します。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） ないようであります

ので、報告第１０号資金不足比率について

は、これで終わります。

─────────────────────

◎日程第２１ 報告第１１号

○議長（古舘繁夫君） 日程第２１ 報告第

１１号平成２４年度教育委員会の主な事務の

管理及び執行状況の点検・評価の報告につい

て、お手元に配付しているとおり報告書の提

出がありましたので、お聞きすることがあれ

ば許します。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） ないようであります

ので、報告第１１号平成２４年度教育委員会

の主な事務の管理及び執行状況の点検・評価

の報告については、これで終わります。

─────────────────────

◎日程第２２ 報告第１２号

○議長（古舘繁夫君） 日程第２２ 報告第

１２号例月出納検査報告について（５月～７

月分）、お手元に配付しているとおり報告書

の提出がありましたので、お聞きすることが

あれば許します。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕
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○議長（古舘繁夫君） ないようであります

ので、報告第１２号例月出納検査報告につい

て（５月～７月分）については、これで終わ

ります。

─────────────────────

◎日程第２３ 議員の派遣について

○議長（古舘繁夫君） 日程第２３ 議員の

派遣についてを議題とします。

お諮りします。

議員の派遣については、お手元に配付した

印刷物のとおり派遣したいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

したがって、本件は派遣することに決定し

ました。

─────────────────────

◎日程第２４ 閉会中の継続調査について

○議長（古舘繁夫君） 日程第２４ 閉会中

の継続調査について。

各委員会から、お手元に配付した印刷物の

とおり申し出がありましたので、これを承認

することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

したがって、各委員会の申し出のとおり承

認することに決定しました。

─────────────────────

◎閉会宣告

○議長（古舘繁夫君） 以上で、本定例会に

付議されました案件は、全部終了しました。

会議を閉じます。

これで、平成２５年第５回美幌町議会定例

会を閉会します。

御苦労さまでした。

午後 １時３５分 閉会
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